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ますます重要になる教師の役割 

               中川 一史 

 
１．背景 

日本の学校現場は、ようやくデジタルテレビや電子

黒板、実物投影機などの整備が進み、それにともない、

指導者用（教師用）デジタル教科書・教材の活用につ

いて、地に足がついて動き出したというのが現状であ

る。そんな中、日本でも、児童生徒一人一台の情報端

末やデジタル教科書・教材についての実証研究が行わ

れている。特に協同的（恊働的）な学習活動において

活用されることが期待される。

 たしかに、学習者用（児童生徒用）デジタル教科書・

教材は、紙の教科書では実現できない機能が埋め込ま

れ、それが授業評価や家庭での学習と連動されていく

と、その活用の可能性はいろいろと広がると思われる。

また、学習者用デジタル教科書・教材は、単に閲覧だ

けでなくノートとしての役割も付加されると、情報通

信ネットワークを活用して交流したり、履歴を保存す

ることで活用の幅が広がることも期待できる。さらに、

子どもたちにとっては、現在普及している電子書籍端

末やゲーム機、ケータイをはじめとした情報端末には

抵抗感がなく、（それが大人にとって賛成であろうが

反対であろうが）日常的に使われるようになりつつあ

る。このような状況の中で考えると、ある意味、自然

の流れとして受け止める必要もあると思われる。

２．課題

 しかし、一方で、児童生徒一人一台の情報端末およ

び学習者用デジタル教科書・教材は、課題も多く抱え

ている。デジタルテレビや電子黒板の普及でも見られ

るように、ＩＣＴ機器の導入や更新には莫大な予算が

必要だ。これをどこがどのように捻出するのか。各地

域任せにしていては、いつまでたっても導入できない

地域が出てくる。

 また、どんなにデジタル教科書・教材が入ってきて

も、それだけで授業が成立するとは思えない。そうな

ると、紙の教科書とどのように併用していくのか、そ

の役割を十分に検討していく必要がある。つまり、紙

の教科書やノートあるいは板書との役割分担を追究し

ていくことで、より教育効果があがる可能性がある、

ということだ。また、学習者用デジタル教科書・教材

で児童生徒が個々に情報端末を操作するようになると、

これをどのように教師が把握・指導していくのか、教

師側の力量も問われることになりかねない。教師が教

室内をまわって児童生徒の状況を把握する以上に、よ

り簡単にプラスαの効果がのぞめる仕組みになるの

かどうか。児童生徒の情報端末のデータ整理のために

ＰＣの操作に四苦八苦して、児童生徒の様子の把握が

おろそかになる、というのであれば、本末転倒だ。

 

３．授業研究としてのＩＣＴ活用

 先日、あるＩＣＴ活用の研究をしている学校でこん

なことがあった。若手の教師が算数の授業の終盤に、

子どもたちの考えを実物投影機を使って大型提示装置

に大うつしにして、共有化を図る場面だった。授業者

から、「実物投影機は、その場ですぐに子どものノー

トを大きくすることができ、黒板に書かせたりしなく

てよいので、時間の短縮にもなり、話し合う時間が増

える」という説明があった。これ自体はまったくその

通りだ。実物投影機の使い方としても、問題ない。

 問題は何かというと、「なぜＡ君のノートをとりあ

げて、先生はクラス全体に提示したのですか？」と授

業者にお聞きしたところ、回答が返ってこなかったこ

とにある。つまり、ＩＣＴ活用場面としては、良いの

だが、肝心の「授業の流れにおいて、誰のノートを提

示して、何を考えさせるか」ということが明確になっ

ていなかったのだ。これでは、せっかくの実物投影機

も意味をなさない。教師がどのような意図で、ある子

どもの考えを全体に示すのか、そこが明らかになって

いることは授業の基本中の基本であると思う。ＩＣＴ

を使えばそれだけで授業が良くなるわけではない。Ｉ

ＣＴを使わない授業で大事にしてきた部分は、ＩＣＴ

を使った授業でも当然大事にすべきなのだ。

 教室や学校に新しいテクノロジーがやってきて学習

環境に変化がありその結果、新しい授業スタイルが生

まれたとしても、教師の、願いを持ち、子どもたちの

実態を把握し、目標が何であるかを確認し、しっかり

と教材研究すること、そしてそれらの整合性をいつも

吟味することの重要性はいつの時代になっても変わら

ないのである。

 これらを考慮した上で、児童生徒一人一台の情報端

末など新しい教室環境について可能性を吟味したいと

考える。

 本パネルでは、登壇者がそれぞれの立場から、児童

生徒一人一台の情報端末による教育に向けての先進事

例の成果と課題、あるいは授業実践について語られる。
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